
開催報告書



大会名称：FIA世界ラリー選手権（WRC） フォーラムエイト・ラリージャパン2023

開催日程：2023年11月16日(木)・17日（金）・18日（土）・19日(日)

主 催：トヨタ・モーター・スポーツ・クラブ / 豊田市/ 特定非営利活動法人M.O.S.C.O.

公 認：国際自動車連盟（FIA）/ 一般社団法人日本自動車連盟（JAF）

興行主体：ラリージャパン2023実行委員会（豊田市、恵那市、トヨタ・モーター・スポーツ・クラブ、特定非営利活動法人M.O.S.C.O.、豊田まちづくり株式会社）

後 援：観光庁 / スポーツ庁

開 催 地 ：愛知県（岡崎市、豊田市、新城市、設楽町） / 岐阜県（恵那市、中津川市）

参戦台数：35台

サービスパーク/オープニングセレモニー＆セレモニアルフィニッシュ＆表彰式/スーパースペシャルステージ：豊田スタジアム

スペシャルステージ合計距離：304.12 km / 総走行距離：958.95 km 
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大会概要



コース概要

日程 会場 SS距離（km）
11月16日（木） SS1 豊田スタジアムSSS 2.10
11月17日（金） SS2/5 伊勢神トンネルSS 47.34

SS3/6 稲武ダムSS 38.76
SS4/7 設楽町SS 45.06
SS8 豊田スタジアムSSS 2.10

11月18日（土） SS9/13 額田の森SS 40.64
SS10/14 三河湖SS 29.56
SS11/12 岡崎市SSS 5.68
SS15 新城市SS 13.40
SS16 豊田スタジアムSSS 2.10

11月19日（日） SS17 旭高原SS 7.52
SS18/20 恵那市SS 45.84
SS19/21 根の上高原SS 23.20
SS22 旭高原PS 7.52
SS合計 304.12

(１)SS (２)総括表

SS数 SS(km) ﾘｴｿﾞﾝ(km) 計(km)

11/16 1SS 2.10 6.45 8.55

11/17 7SS 133.26 252.21 385.47

11/18 8SS 84.68 193.30 277.98

11/19 6SS 84.08 202.87 286.95

合計 22SS 304.12 654.83 958.95

SS…スペシャルステージの略。一般道を閉鎖してタイ
ムアタックを行う区間。

リエゾン…SSとSSの間の移動区間。その国の交通法
規を遵守して走行する。
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チケット概要



チケット概要



チケット概要



観客動員数

日程 会場 来場者数
11月16日（木）鞍ケ池SD 1,800

豊田スタジアムSSS 16,100
11月17日（金）伊勢神トンネルSS 600

稲武ダムSS 900
設楽町SS 300
豊田スタジアムSSS 16,500

11月18日（土）額田の森SS 1,200
三河湖SS 2,100
岡崎市SSS 8,900
新城市SS 1,200
豊田スタジアムSSS 28,000

11月19日（日）旭高原SS/PS 1,100
恵那市SS 4,500
根の上高原SS 100
豊田スタジアム 7,000

90,300

(１)有料観客 (２)イベント会場
日程 会場 来場者数

11月16日（木） 豊田市駅前 3,500
11月17日（金） 豊田市駅前 3,500

どんぐりの里いなぶ 600
下山基幹集落センター周辺 300
旭観光協会 400
設楽町役場（PV） 400
つぐグリーンプラザホール(PV) 200
道の駅したら 600

11月18日（土） 豊田市駅前 16,200
根崎交差点付近 100
新城市作手総合支所 500
岡崎市立形埜小学校周辺 700
籠田公園（PV） 500
久屋大通公園（PV） 2,500

11月19日（日） 豊田市駅前 7,100
豊田市役所旭支所 500
岩村本通り 12,200
大正村広場周辺 13,300
東野コミュニティーセンター周辺 1,300
中津川公園 3,000
久屋大通公園（PV） 5,000

72,400

日程 来場者数
11月16日（木）～19日（日） 374,200

(３)沿道応援（４日間合計）

観客動員数 536,900人



エントラント エントリー数：３５台



➣競技ボランティア（オフィシャル）
・644名が参加（延べ1,046名）

➣観戦エリアボランティア（オフィシャル）
・343名が参加（延べ549名）

➣観戦エリアボランティア（他市）
・岡崎市：延べ 195名
・設楽町：延べ 71名
・恵那市：延べ1,078名

➣ボランティア講習会
・基礎研修会（ZOOM）
・直前研修会（ZOOM）
・ステップアップ研修（実地研修）
・ライセンス講習会
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ボランティア



➣国内メディア 430人
（内訳）TV関係 - 300人

新聞・雑誌等 - 130人

➣海外メディア 234人
（内訳） TV関係 - 44人

その他 - 190人

大会メディア来場数



環境への取組 ～FIA環境認証三ツ星獲得を目指して～

①クリーンエネルギーを使用した大会運営
➣水素発電、太陽光発電、グリーン電力証書

②環境に優しい素材の積極的な使用

③二酸化炭素排出量の適切な算定

④地元の小中学生への環境教育
➣ラリー教室を通じた環境学習
（全１２回、１９校）
➣カーボンニュートラル出張授業
（全３回、３校）

⑤山林の保全



①エントラントへの呼びかけ
・土壌汚染防止の施策:マット、トレイ設置など
・水の無駄のない使用
・廃棄物の分別

②自然環境調査
・毎年7月にSS実施地域の生態系調査

③競技運営資材のリユース

④環境負荷を最小限とする競技コース設定

⑤タバード素材の見直し
（脱プラスチック＝化学繊維から不織布へ）

⑥競技ドキュメントのデジタル配信

ラリージャパンにおける環境配慮の取組
～基本的な環境対策～
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FIA環境認証プログラム 最高ランク「３つ星」を獲得!

ラリージャパンにおける環境配慮の取組

FIA環境認証プログラムとは
世界中のモータースポーツとモビリ
ティの利害関係者が環境パフォーマン
スを測定し、向上させることの支援を
目的としたプログラム。
「環境マネジメント」「エネルギーの
使用」「廃棄物管理」等の17セクショ
ンの審査を受け、３段階で格付けする
もの。
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開催地

Inabu DamS S（稲武ダムSS）Isegami’s Tunnel SS（伊勢神トンネルSS）

Kuragaike Park SD （鞍ケ池公園シェイクダウン） TOYOTA STADIUM SSS（豊田スタジアムSSS）



開催地

Shitara Town SS（設楽町SS） Nukata Forest SS（額田の森SS）

Okazaki City SSS（岡崎市SSS）Lake Mikawako SS（三河湖SS）



Ena City SS（恵那市SS）

開催地

Shinshiro City SS（新城市SS）

Asahi Kougen SS/PS（旭高原SS/PS）
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Nenoue Kougen SS（根の上高原SS）



リエゾン（沿道応援）



➣タイトルパートナー １社

➣ゴールドパートナー ２社

➣シルバーパートナー ２社

➣ブロンズパートナー ５社

➣オフィシャルスポンサー １８社
＆サプライヤー

➣メディアパートナー １１社

パートナー



市内協賛/ふるさと寄附金

➣市内協賛 5２社
（豊田市・恵那市）

➣ふるさと寄附金 ２2社
（豊田市・恵那市）



オープニングセレモニー



サービスパーク（豊田スタジアム）



オートグラフセッション（サイン会）



メディア・ペン（公開取材対応）



ミート・ザ・クルー（ステージトークショー）



大会関連イベント（豊田スタジアム）

コースウォーク

EVカート体験 西イベント広場ステージショー



大会関連イベント（豊田市駅前広場）



セレモニアルフィニッシュ＆表彰式



2023年7月～10月、ラリージャパンが開催される自治体の小中学校にて、プロドライバーによるラリー授業、
交通安全シミュレーター体験など、ラリー啓発活動が実施された。

大会プロモーション（ラリー教室）

全２２校で１５回開催
豊田（4校／4回）、岡崎（2校／2回） 、新城（5校／4回） 、設楽（7校／1回） 、恵那（2校、2回） 、中津川（1校、1回）、名古屋（1校、1回）



2023年10月9日（月・祝）、フォーラムエイト・ラリージャパン2023「1か月前カウントダウンイベント」を
コッパ・チェントロ・ジャポネ（都市型クラシックカーイベント）の一部として、名古屋市各所で実施した。

大会プロモーション（1か月前イベント）



2023年10月16日（月）より、豊田スタジアムSSSの特設コースや開催市町PRブース等をバーチャルで
楽しむことができるメタバース空間（Provided by FORUM8）を順次公開した。

大会プロモーション（バーチャル フォーラムエイト ラリージャパン2023）

大会当日アクセス数／11月16日：1,875 11月17日：1,848 11月18日：1,495 11月19日：1,183



2023年11月5日（日）、東京モーターショーから生まれ変わったJAPAN MOBILITY SHOW 2023にて、
フォーラムエイト・ラリージャパン2023「開幕直前イベント」とデモランを実施した。

大会プロモーション（ジャパンモビリティーショー2023）



2023年11月11日（土）、シティサーキット東京ベイ（東京都江東区）で、ファンミーティングを開催した。定員200名のところ、
多くの応募があった。選手らによるトークショーのほか、EVカートの模擬レース、選手との交流タイムなど、様々な催しで選手も
ファンも楽しいひと時となった。

大会プロモーション（ENJOY! Rally Fan Meeting in TOKYO/ODAIBA）



2023年11月15日（水）、豊田市駅前でファンミーティングを開催した。会場には開始時刻前から⾧い列ができ、大会直前の
盛り上がりを感じさせた。イベントでは、トップカテゴリの全ドライバーが集まり、ラリージャパンへの意気込みを語るとと
もに、ファンからのサインや握手に笑顔で答えた。

大会プロモーション（ENJOY! Rally Fan Meeting in TOYOTA）



大会プロモーション（全体／ブース出展）

日程 イベント名
３月４日～５日 新城ラリー
３月１８日 あいちこうあんフェスタ
４月１６日 ラリチャレ茅野 in⾧野
４月２３日 モーターファンフェスタ
５月２１日 豊田しもやまラリー
５月２８日 ふれ愛フェスタ
６月１１日 グランパスMFF

７月２日 ラリチャレ伊香保 in群馬
７月２日 フォーミュラーE  in東京
７月２３日 ラリチャレ利府 in宮城
７月１５日～１６日 スーパーフォーミュラーGT富士

７月２９日～３０日 豊田おいでんまつり

日程 イベント名
９月８日～１０日 RALLY HOKKAIDO

９月１６日～１７日 とよた産業フェスタ
９月２４日 ラリチャレ高島 in滋賀
１０月７日～８日 しろきやラリー
１０月８日 ラグビーワールドカップPV

１０月１３日～１５日 M.C.S.C. in岐阜
１０月２２日 ラリチャレ万葉 in富山
１０月２８日 久屋大通り公園水素CAMP

１１月２５～２６日 ラリチャレ豊田 in愛知

モータースポーツイベントを中心に全２１回のブース出展



豊田スタジアム案内パンフレット



オフィシャルプログラム



プレスリリース一覧 件数：25件（2023.6.1～2023.11.14）



オフィシャルグッズ 全61種
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Media Value
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 公式サイト ４月から１１月
PV数

576万
4,779

オウンドメディア

大会期間中は１日で１０万を超えるアクセスも！
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 テレビ特集番組 ※一部抜粋

世界ラリー日本大会ラリージャパン2023（テレビ朝日・2023年11月19日）

メディア露出（テレビ）
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SNS露出（X）

WRC-FIA世界ラリー選手権公式
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メディア露出の「価値」
 広告換算 ※日本モニター調査（2023年1月～12月）

4媒体合計価値
182億

1,436万5,591円

TV Newspaper

X / Twitter Website

139番組：1,142,243,648円

185番組：2,619,762,856円

309記事：281,747,880円

393記事：307,161,634円

7,851記事： 6,933,328,924円

13,595記事：11,421,633,013円

381,140記事：2,016,527,844円

547,078記事：3,865,808,088円

※4媒体合計「価値」：10,373,848,296円



経済波及効果

経済波及効果総額 約１２６億３２００万円
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決算報告

45

項目 決算額（千円）

協賛金 1,111,300

販売収入
（チケット） 536,276

販売収入
（グッズ・サービスパーク） 135,014

競技収入 19,406

市負担金 400,000

その他
（雑収入・繰入金等） 397,441

収入合計 2,599,437

項目 決算額（千円）

総務費 785,879

プロモーション費 390,312

会場費 632,102

競技費 791,144

支出合計 2,599,437


